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は じ め に  
 

 

 文部科学省が公募した「平成 25 年度教員の資質能力向上に係る先導的取組支

援事業」に、大阪大谷大学教育学部は、「特別支援教育コーディネーター（小・

中・高・特別支援学校）アドバンス研修 ―中級から上級レベルのスキルアップ・

プログラムの開発―」の研究を申請し、採択されました。このたび、その実施

成果を公表する報告書を刊行する運びとなりました。 
平成 19 年 4 月から特別支援教育が本格実施となり、その体制整備と実践の定

着が図られてきました。今後は、インクルーシブ教育システムの構築を踏まえ

た実践のさらなる深化・充実が求められ、その推進役となる特別支援教育コー

ディネーターの役割はいっそう重要になってきています。 
本学教育学部では、特別支援教育専攻を設置し、高い専門性と実践力をもつ

特別支援教育に強い教員養成をめざすとともに、現職教員を対象とした継続し

た研修や多様な研究に着手しています。その一環として今回、特別支援教育コ

ーディネーターに高度な専門性を育成するアドバンス研修プログラムの開発と

実証に取り組み実践してきました。 
本プログラムは、実際にコーディネーターとして実践されている教員に中級

から上級レベルのスキルアップをめざすプログラムとして開発し、地域や学校

でのコーディネートができるより高度な専門性を有するコーディネーター養成

を目的としています。その教員が中核となってその後専門性を伝達・継承して

いくというシステム構想を描いていることが特徴です。実施にあたっては、連

携先の大阪府教育委員会に多大なご支援を賜りました。 
この 1 年間の成果を集約した報告書が活用され、特別支援教育に関する研修

の在り方や、特別支援教育コーディネーターの上級研修の在り方に関心をもつ

多くの方々にご高覧いただけることを期待しています。 
最後に、本研究にご協力いただきました皆様に厚くお礼を申し上げます。 

 
平成２６年３月 

 
                      大阪大谷大学 
                       学長 笠井 高芳 
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文部科学省  

 

初等中等教育等振興事業委託費による委託事業  

 

 

平成 25 年度「教員の資質能力向上に係る先導的取組支援事業」  

 

 

成果報告書  

 

 

 

 

 

研修期間：平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月  

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 3 月  

大阪大谷大学教育学部  

  

プログラム名
特別支援教育コーディネーター（小・中・高・特別支援学校）アドバンス
研修―中級から上級レベルのスキルアップ・プログラムの開発―

　特別支援教育を推進する専門性の高い特別支援教育コーディネーター養成をめざしたアド
バンス研修として、４つのスキル（アセスメントスキル、巡回相談スキル、プレゼンテーション
スキル、授業コンサルテーションスキル）の習得を機軸とした実践的な研修カリキュラムを開
発する。
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１．本事業における取組の目的  
平成 19 年 4 月から特別支援教育が本格実施となり、小中学校、

高等学校、特別支援学校のそれぞれの校種に応じた支援体制整備が

図られ、実践の展開とともに、地域のネットワークづくりや関係機

関との連携構築が推進されてきた。そして、平成 24 年 12 月の文部

科学省「通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生

徒に関する全国実施調査」において、通常の学級に在籍する支援が

必要な児童生徒は少なくとも 6.5％在籍している可能性が示され、

通常の学級における支援（授業づくり・集団づくり）の充実が重要

な課題となっている。今後はさらに、「ともに学び、ともに育つ共

生社会」をめざしたインクルーシブ教育システムの構築を踏まえた

特別支援教育のさらなる深化・充実が求められている。  

こうした中、その推進役となる特別支援教育コーディネーターの

役割はいっそう高まり、さらなる専門性の向上と幅広いネットワー

クの拡充は重要な課題となっている。   

本事業は、平成 19年度から６年間継続実施している「特別支援教

育コーディネーターアドバンス研修」の実績を継承・発展すること

を趣旨として、平成 25年度から上記の課題に対応した新たなスキル

研修を加えて、「小中学校、高等学校、支援学校特別支援教育コー

ディネーターアドバンス研修」を企画した。   

本研修プログラムは、他の教員をスーパーバイズできる、より高

度な専門性を有する教員を養成し、その教員が中核となってその後

専門性を伝達・波及していくというシステムづくりをめざして企

画・立案している。また、研修期間内の参加者に協働の機会を提供

し、研修終了後の教員間のネットワーク拡充の基盤となることもね

らいとしている。   

特別支援教育を推進する専門性の高い特別支援教育コーディネ

ーター養成をめざしたアドバンス研修 (上級研修 )として、４つのス

キル (アセスメントスキル、巡回相談スキル、プレゼンテーション

スキル、授業コンサルテーションスキル )の習得を機軸とした実践

的な研修を実施する。   
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こうした高度な専門性向上を目的とした研修は、公平性や希望制

を基本とする公的な (大阪府として実施する )研修の中で実施して

いくことは難しい。そのため、大学が主体となって研修カリキュラ

ムを企画・実践・評価・改善していく本事業は、重要な意義を持つ

ものと考えられる。その成果は、今後の大学と教育委員会との連携

研修モデルとして、他の地域への波及効果も目的としている。  

 

２．研修内容  
 専門性の高い小中学校・高等学校・支援学校の特別支援教育コー

ディネーター養成をめざしたアドバンス研修として、身につけるべ

き必要な知識・技能の機軸を４つに集約し、少人数制で実践的に研

修を深めた。  

 ※別紙１に全１８回の研修日程・内容・講師等の一覧を示した。 

 

（１）障害のある子ども一人ひとりのニーズを把握し、適切な指導

計画を作成・実施・評価するための「アセスメントスキル」 

（計４回の研修で実施：第７、８、９、１０回）  

①演習：アセスメントの基礎理論（行動観察、情報収集、検査法）  

②実習： WISC-Ⅳ検査法の実施・解釈スキル演習  

③演習：モデル事例の総合解釈  

④演習：個別の指導計画への活用  

 

（２）校内及び地域の教育相談等を担当するための「巡回相談（教

育相談）スキル」  

（計５回の研修で実施：第２、３、１３、１４、１７回）  

 ①実習：保育所、幼稚園への巡回相談実習  

（事前準備、行動・保育観察、相談実習、報告書の作成等）  

 ②実習：高等学校への巡回相談実習  

  （事前準備と情報分析、事例検討の進め方等）  

 ③実習：特別支援学校、専修学校への巡回相談実習  

  （事前準備と情報分析、事例検討の進め方等）  
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（３）校内及び地域の研修・啓発を担当するために必要な「プレゼ

ンテーションスキル」  

（計４回の研修で実施：第４、１２、１５、１６回）  

  ①講義：プレゼンテーションの意義・活用・倫理  

  ②演習：プレゼンテーションの基礎・応用スキル  

  ③演習：プレゼンテーションの作成演習  

 （模擬校内研修、模擬外部講師研修、模擬発達障害研修）  

  ④演習：プレゼンテーション演習と協議  

  （模擬校内研修、模擬外部講師研修、模擬発達障害研修）  

 

（４）すべての児童生徒にとって「わかる」授業を展開していくた

めに必要な支援ができる「授業コンサルテーションスキル」  

 （計２回の研修で実施：第５、６回）  

①  講義：授業コンサルテーションスキルとは  

②  演習：授業改善に活用できる動画教材の作成  

 

 

 これら４つのスキルを全般的に研修することを前提としながら、

受講者のニーズに応じて中心となるコースを選択し（アセスメント

スキルコース、巡回相談（教育相談）スキルコース、プレゼンテー

ションスキルコース、授業コンサルテーションスキルコース）、個

人の目標に即した研修計画を立てて、自己研修の P-D-C-Aサイクル

に基づいて研修を進めていった。  

 以上の研修内容に加えて、第１１回研修において、「教育課題研

修」を行った。本研修修了者は、各地域における特別支援教育コー

ディネーターとしての役割が期待されており、学校間連携と専門性

向上の在り方や、小中学校・高等学校の地域支援体制についての課

題を意識化する必要性が考えられた。そこで、小中学校・高等学校・

特別支援学校の他校種の教員間での教育課題に関する情報交換・協

議を行った。  

※別紙２に個別の研修計画の実例を示した。  
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３．研修の実施形態について  
 本研修プログラムの受講者は、各勤務校にてコーディネーターと

しての役割を担っている教員である。したがって、基礎スキルを有

している上に、わらにスキルアップを目指したアドバンス研修（上

級研修）の位置づけであることから、本研修の実施形態は、演習・

実習・討議を中心に構成している。  

 なお、巡回相談（教育相談）研修については、大学と保育所、幼

稚園、高等学校、特別支援学校、専修学校とが連携し、大学教員が

担当する通常の巡回相談に、本研修（実習）を重ねて実施すること

の了解を得て進めた。全１８回の実施形態は、次の通りである。  

 

 

 

回 日程(会場) 実施形態

1
研修オリエンテーション
(大阪大谷大学)

講義・討議

２・３
巡回相談(教育相談)スキル研修
（保育所、幼稚園）

巡回相談実習

4
プレゼンテーションスキル研修
(大阪大谷大学)

講義・演習

５・６
授業コンサルテーションスキル研修
(大阪大谷大学)

講義・演習

７・８
アセスメントスキル研修
(大阪大谷大学)

演習・実習

９・１０
アセスメントスキル研修
(大阪大谷大学)

演習・実習

11
本カリキュラムの中間振り返り及び教育課題研修
(大阪府教育センター)

演習・討議

12
プレゼンテーションスキル研修
(大阪大谷大学)

講義・演習

１３・１４
巡回相談(教育相談)スキル研修
（高等学校）

巡回相談実習

１５・１６
プレゼンテーションスキル研修
(大阪府教育センター)

演習・討議

17
巡回相談(教育相談)スキル研修
(特別支援学校・専修学校)

巡回相談実習

18
研修総括
(大阪大谷大学)

講義・討議
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４．研修の実施方法、進め方、留意事項について  
（１）研修の実施方法  

  ①大学の実施体制について  

   カリキュラムの開発及び実施にあたっては、特別支援学校教

諭や大阪府教育センター特別支援教育担当指導主事としての

経験をもち、特別支援学校や幼稚園、小中学校等の現職教員に

対する指導経験が豊富な教授が中心となった。発達に遅れのあ

る幼児児童の教育プログラム開発の経験をもつ教授は、行動観

察やアセスメントのカリキュラム作成、巡回相談や子育て支援

への助言に豊富な経験をもつ准教授、専任講師は、カウンセリ

ングマインドの育成の視点からカリキュラム作成に関わった。 

また、プレゼンテーションスキルに関しては、情報教育担当

教員と連携する等、チームプロジェクトとしての体制で研修を

実施した。  

 

 ②大学と教育委員会の連携及び研修会場  

   毎回の研修会には大阪府教育委員会指導主事や、大阪府教育

センター指導主事が参加し、研修内容や進め方についての意見

交換を行った。  

   研修会場については、大阪大谷大学を基本としながら、計３

回の研修を大阪府教育センターで、巡回相談（教育相談）研修

については、保育所・幼稚園が計２回、高等学校巡回相談計２

回、特別支援学校・専修学校が１回を研修会場として実施した

（各個人としては３～４校園の巡回相談研修に参加した）。  

 

（２）研修の進め方について  

 ①大阪大谷大学と大阪府教育委員会の担当者が協議して、アドバ

ンス研修として必要な内容や要素を選定した。大学の研修計画

の趣旨を踏まえて、大阪府教育委員会として主体的な連携・活

用の在り方が検討され、双方の主体性が融合された研修カリキ

ュラムの開発・実践を進めた。  
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 ②研修参加者の応募については、大阪大谷大学が大阪府教育委員

会を通じて、市町村教育委員会に研修案内を行った。結果３９

名の参加が決定した。  

 ③計１８回の単発研修ではなく、一年間の継続研修としての位置

づけと、毎回の評価を計画的・継続的に行った。  

 ④研修修了者３９名に、研修修了証を授与した。  

 ⑤全研修終了後、事後評価として、６か月後、１年後に学校及び

本人にアンケート調査を実施する予定である。  
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５．研修成果について  
 （１）研修の実施日程・内容・評価  

 

＜第１回研修＞  

①日  時    平成２５年５月２１日 (火 )１４ :００～１７：００  

②会  場    大阪大谷大学  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

第１回研修は、研修オリエンテーションとして、研修会講師と研

修参加者の自己紹介、研修の目的、内容、期待される効果、研修後

の役割等について講義形式の研修を行った。本研修を進めていく上

で、研修の計画、実践、評価の過程を明確にするために、個別の研

修計画を作成することを課題として提示した。  

個別の研修計画からは、授業改善コンサルテーション、アセスメ

ント、教育相談、プレゼンテーションのそれぞれに研修の期待を抱

いていることがうかがわれた。  

時間 内容 講師等

14:00～14:15

あいさつ
　　大阪大谷大学教育学部長より

　　大阪府教育委員会より

大阪大谷大学　教育学部
　学部長　大倉　孝昭

大阪府教育委員会事務局
　支援教育課支援学級グループ
　　主席指導主事　矢木　克典

14:15～14:45 研修講師及び研修者等の紹介

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　岡崎　裕子(心理)
　教　授　小田　浩伸(教育)
　准教授　落合　利佳(医学)
　講　師　本吉　大介(心理)

14:45～15:00

15:00～15:40

研修オリエンテーション
①アドバンス研修の目的と内容について
②研修の進め方と評価について
③個別の研修計画の作成について

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

15:40～16:40

講義
　「特別支援教育コーディネーター・ア
　　ドバンス研修でめざす専門性につい
　　て」

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

16:40～17:00 事務連絡

休憩
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＜第２・３回研修＞  

①日  時    平成２５年６月１０日 (月 )９：３０～１７：００  

            ６月１１日 (火 )９：３０～１７：００  

            ６月１８日 (火 )９：３０～１７：００  

            ６月２０日 (木 )９：３０～１７：００  

②会  場    ○○市立○○幼稚園、○○市立○○保育所（４園） 

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 大阪大谷大学と○○市教育委員会が連携し、幼稚園・保育所巡回

相談を 4日間に分けて実施した。巡回相談の流れとしては、午前か

ら午後にかけて保育参観、子どもたちの降園後に事例検討会や相談

実習を行い、終了後に同行した大学教員等から、相談に関する助言

が行われた。  

 本研修の参加者は小、中学校、高等学校、支援学校の教員であり、

幼稚園や保育所での子どもの姿を参観することで、生涯発達的視点

を得ることができたという感想が多くみられた。  

時間 内容 講師等

9:30～10:00

オリエンテーション
　○○市教育委員会
　○○市子育て支援センター
　○○市立幼稚園長
　○○市立保育所長

教育委員会指導主事
子育て支援センター長
幼稚園長
保育所長
大阪大谷大学
大阪府教育委員会

10:00～12:00 保育参観１(自由遊び・設定保育等)
大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

12:00～13:00

13:00～13:45 保育参観２(帰りの準備、終わりの会等)

13:45～14:15
教育相談への打ち合わせミーティング
　①相談研修の役割分担
　②事例の検討

14:15～16:15
＜相談スキル実習＞
　教育相談

16:15～16:50
研修者ミーティング
　①相談研修の振り返り
　②まとめ

16:50～17:00

昼食・休憩

事務連絡

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会事務局
　支援教育課　指導主事
大阪府教育センター
　支援教育研究室　指導主事
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＜第４回研修＞  

①日  時    平成２５年７月９日 (火 )１４ :００～１７：００  

②会  場    大阪大谷大学  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 プレゼンテーションスキル研修の第 1回目として、意義・活用・

倫理に関する基礎知識に関する講義と、プレゼンテーションのため

の各種効果、配布資料のスライドサイズを大きくすることや、背景

色と文字に用いる色のコントラスト、動画の取り込み等のスキル演

習を行った。また、著作権や個人情報の扱い等の配慮の仕方につい

て説明した。  

 研修受講者からは「知っているようで意外と知らなかった操作方

法などがあったので、パワーポイントの操作や、わかりやすい資料

作りに特化する研修もありがたいと思った」、「研修担当を任され

ているので、パワーポイントでのプレゼンテーションスキルを身に

つけられるようがんばりたい」という感想があった。  

時間 内容 講師等

14:00～14:05
あいさつ

　日程及び研修目的・内容の説明

大阪府教育委員会事務局
　支援教育課調整グループ
　首席指導主事　島津　邦廣

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

14:05～15:30

演習「プレゼンテーションスキル演習」

　①プレゼンテーションの基礎・応用スキル
　②プレゼンテーションの作成演習
　　・各種効果の操作スキル
　　・動画の取り込みスキル
　　・効果的なプレゼンテーションスキル

大阪大谷大学　教育学部
　講　師　本吉　大介

15:30～15:50

15:50～16:50

講義「プレゼンテーション論」
　①プレゼンテーションの意義・活用・倫理
　②昨年度の成果紹介

討議「授業のユニバーサルデザインをテーマ
　　　にしたプレゼンテーションについて」

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会事務局
　支援教育課調整グループ
　首席指導主事　島津　邦廣

16:50～17:00

移動・休憩

事務連絡
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＜第 5・ 6 回研修＞  

①日  時    平成２５年８月２０日 (火 )９ :３０～１７：００  

②会  場    大阪大谷大学  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 授業コンサルテーションスキル研修として、午前（第 5回）は授

業コンサルテーションスキルに関する講義と、実際に授業改善に活

用できる教材についてグループ毎に協議を行った。午後 (第 6回 )は

授業改善に用いることのできる教材を作成した。  

 教材のテーマとしては「授業の進め方」、「板書の工夫」、「車

いすの操作の仕方について」、「授業中のルール」等であった。主

に動画を用いた教材が多く、複数の場面を見て良い授業、改善が必

要な授業の特徴を分析・判断することで、自分自身の授業評価にも

活かされる内容であった  

 実際の動画の編集は大阪大谷大学で実施した。今後は撮影した動

画の編集・活用スキルも今後の課題である。  

時間 内容 講師等

9:00～9:40

あいさつ
　大阪府教育委員会より

　日程及び研修目的・内容の説明

大阪府教育委員会支援教育課
　指導主事　林田　健祐

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

9:40～10:50
講義
　①授業コンサルテーションスキルとは
　②モデル動画・写真・教材作成の意義

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

10:50～11:00

11:00～12:00

協議：グループ毎の政策内容の検討・決定
　①授業コンサルテーションに役立つモデル教材
　②授業における一場面のモデル動画
　③模範板書・教室環境整備の工夫・ハンドサイン

12:00～13:00 昼食・休憩

13:00～16:00

演習：授業コンサルテーションに役立つ教材の作成
　①グループ毎の教材作成
　②ビデオ・写真撮影・教材の製作
　③作成した教材の説明と紹介

16:00～16:50

研究協議・情報交換
　「わかる」授業づくりのコンサルテーション
　①作成した教材の活用と評価について
　②集団性と個別性の支援の在り方について

16:50～17:00

休憩

事務連絡

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会支援教育課
　指導主事　林田　健祐
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＜第７・８・９・１０回研修＞  

①日  時    平成２５年８月２２日 (木 )９：３０～１７：００  

            ８月２３日 (金 )９：３０～１７：００  

②会  場    大阪大谷大学  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 アセスメント研修として、２日間（４回研修分）でＷＩＳＣ－Ⅳ

検査の実施・解釈・検査報告書の作成・指導への活かし方について

研修を実施した。各研修受講者の勤務校ではＷＩＳＣ－Ⅲを使って

いることも多いため、ＷＩＳＣ－Ⅳへの改定による変更点、改善点

についても説明することによって、新しい下位検査への理解を深め

ることができた。検査に習熟した受講者は、新しく学ぶ人への支援

の演習を実施し、アセスメントの学びを支援する立場からスキルア

ップを図った。研修受講者からは「ＷＩＳＣ－Ⅳの実施・解釈を求

められるケースが増えているため、力をつけて対応できるようにし

たい」、「機会があれば自分で検査をとりたい」、「実際に子ども

たちの個別の教育支援計画や個別の指導計画につながるよう、巡回

相談や校内の事例検討会の場で伝えていきたいと思う」など、研修

で学んだことが現場実践に即自的につながる研修であった。  

 

  

回 日時 内容 講師等

７
・
８

8月22日(木)
9:30～17:00

①特別支援教育における
　・アセスメントの意義と方法(講義)
　・アセスメント法(行動観察、検査、情報収集)
②ＷＩＳＣ－Ⅳの概要と実際(演習・実習)
　・ＷＩＳＣ－Ⅳの概論
　・ＷＩＳＣ－Ⅲからの改定による変更・改善点
　・検査技術演習

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会支援教育課
　支援学級グループ
　　指導主事　齋藤　博

９
・
１
０

8月23日(金)
9:30～17:00

①ＷＩＳＣ－Ⅳの結果の整理と解釈(演習・実習)
　・プロフィール作成演習
　・事例解釈演習
②ＷＩＳＣ－Ⅳ活用事例の解釈
　・演習事例を通して
③検査報告書の書き方

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会支援教育課
　支援学級グループ
　　首席指導主事　矢木克典
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＜第１１回研修＞  

①日  時    平成２５年９月２日 (月 )１４：００～１７：００  

②会  場    大阪府教育センター  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 討議では、小中学校・高等学校・支援学校の支援教育の成果と今

後の課題について各校種に分かれて検討を行い、全体で共有する形

式をとった。また、演習では校種を混ぜたグループをつくり、モデ

ル事例を提示し、ケース会議に活用できる手続きとしてＫＪ法とラ

ンキング法について説明し、効率よく課題の焦点化を図る研修を行

った。研修受講者からは「いろいろなケース会議に参加したり、主

導して進めたりする機会が多いので、研修で得たことを生かしてい

きたい」「地域支援活動において、ケース会議の持ち方等の相談が

あった場合に役立てたい」「他校種の先生方とグループを組んでケ

ース会議を行えたことは、見る視点が広がってよかった」など、特

にケース会議の持ち方についての意義が感じられる研修であった。 

 

時間 内容 講師等

14:00～14:10

あいさつ
　大阪府教育委員会

日程及び研修目的・内容の説明

大阪府教育センター
教育課程開発部支援教育研究室

室長　土口　千恵子

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

14:10～15:00
討議「支援教育の展開における成果と課題」
　・各校種における成果と課題の分析

15:00～16:00
演習「ケース会議の進め方」
　・手続き（ＫＪ法とランキング法）
　・課題の優先順位を考える

16:00～16:10 休憩

16:10～16:50

研究協議
　「本研修の中間振り返り及び支援教育に関する研
　　究協議」
　・今までの研修内容と今後についての情報交換
　・各学校・地域における支援教育の課題について

16:50～17:00 事務連絡

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会支援教育課
　支援学校グループ
　　指導主事　出浦　美香
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＜第１２回研修＞  

①日  時   平成２５年１０月１日 (火 )１４：００～１７：００  

②会  場   大阪大谷大学  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 ２回目のプレゼンテーションスキル研修として、３グループのプ

レゼンテーションスキル研修成果の中間発表を行い、効果的なプレ

ゼンテーションにするための改善点について討議を行った。また、

後半は「○○にとって重要な５つのポイントとは」というテーマに

沿って、１０分程度の簡潔なプレゼンテーションを行った。  

 研修受講者からは「限られた時間の中でいかにわかりやすくポイ

ントを押さえながら相手に伝えることができるか改めて考えた」

「プレゼン資料とともにプレゼンの仕方まで指導してもらう機会

はあまりないので、貴重な場だと感じた」「いろいろな先生方と組

んでプレゼンを行い、意見交換し合うことが個々の力を高めるのに

重要だと思った」等の感想が得られており、聞く側の立場で改めて

プレゼンテーションを考える機会となったことがうかがわれた。  

時間 内容 講師等

14:00～14:10

あいさつ
　大阪府教育委員会

日程及び研修目的・内容の説明

大阪府教育委員会
　支援教育課調整グループ
　首席指導主事　島津　邦廣

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

14:10～15:10

プレゼンテーションスキル演習Ⅰ
　①漢字学習における板書の工夫
　②方略を教える－ワーキングメモリーとユニバー
　　サルデザイン
　③授業の工夫－学習体制の工夫

15:10～16:55

プレゼンテーションスキル演習Ⅱ
　課題テーマ「授業」
　「○○にとって重要な５つのポイントとは」
　　・わかる授業を展開するために必要な５つのポ
　　　イントとは
　　・効果的なティームティーチングを進めていく
　　　ための５つのポイントとは
　　・授業規律を確立するために必要な５つのポイ
　　　ントとは

16:55～17:00

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会
　支援教育課調整グループ
　首席指導主事　島津　邦廣

事務連絡
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＜第１３・１４回研修＞  

①日  時   平成２５年１１月８日 (金 )１０：００～１７：００  

②会  場   大阪府立○○高等学校  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 大阪大谷大学と高等学校が連携し、午前中は自立支援コース生の

授業での学びの姿を中心にしながら高等学校全体の授業見学を行

った。午後からは、高等学校における支援の取組に関する実践報告、

校種間の実践報告・交流会を行った。  

 実践交流では、高等学校における障がい理解の促しに関する実践

事例の紹介、生徒に合わせた作成された教材の紹介が行われ、小中

学校、支援学校教員からも、各校種における実践に関する情報交換

が行われた。交流及び共同学習の在り方に関する有意義な討議が行

われた研修であった。  

時間 内容 講師等

10:00～10:40

あいさつ
　大阪府教育委員会
　大阪府立○○高等学校長
　大阪府立○○高等学校の概要説明・実践紹介

大阪府教育委員会
　支援教育課調整グループ
　首席指導主事　島津　邦廣

大阪府立○○高等学校
　校長　○○○○
　教頭　○○○○

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

10:40～12:35
授業見学
　３限目　１０：４５～１１：３５
　４限目　１１：４５～１２：３５

授業見学
全授業教室公開

12:35～13:20

13:20～14:10
授業見学
　５限目　１３：２０～１４：１０

授業見学
全授業教室公開

14:10～16:40

①実践報告
　「府立○○高等学校における発達障がい支援の取
　　組について」
②小学校、中学校、高等学校、支援学校における発
　達障がいのある児童生徒支援に関する実践報告・
　交流会
③討議
　「発達障がい支援、及び、校種間連携のあり方に
　　ついて」

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会
　支援教育課調整グループ
　首席指導主事　島津　邦廣

大阪府立○○高等学校教員

16:40～17:00
相談研修の振り返り
事務連絡

昼食・休憩
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＜第１５・１６回研修＞  

①日  時  平成２５年１２月２６日 (木 )１０：００～１７：００  

②会  場  大阪府教育センター  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 プレゼンテーションスキル研修の 3回目として、授業のユニバー

サルデザインをテーマとした各グループのプレゼンテーションを

発表し、プレゼンテーションの内容、様式に関する意見交換を行っ

た。研修受講者同士の意見交換も活発であり、各発表に用意された

質疑・応答時間では足りない状況があった。各グループは初任者研

修、校内研修、初めて視覚支援学校に赴任した教員対象の研修等、

ねらいを絞ってのプレゼンテーションであり、本研修の成果物はす

ぐに現場で活用できるものであると評価できる。  

 

時間 内容 講師等

10:00～10:10

あいさつ
　大阪府教育員会

日程及び研修目的・内容の説明

大阪府教育委員会
　支援教育課調整グループ
　　指導主事　林田　健祐

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

10:10～12:00

演習「プレゼンテーション発表Ⅰ」
　①板書の工夫
　②教室環境の整備
　③授業展開の構造
　④視覚支援教材
　⑤授業規律の工夫　等

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会
　支援教育課調整グループ
　　指導主事　林田　健祐

12:00～13:00

13:00～16:30

演習「プレゼンテーション発表Ⅱ」
　①ノートの工夫
　②授業の導入の工夫
　③振り返りの工夫
　④授業の構造化
　⑤ティームティーチングのあり方　等

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

大阪府教育委員会
　支援教育課支援学級グループ
　　指導主事　齋藤　博

16:30～16:50
総括協議・講評
「プレゼンテーションスキル研修の成果と課題」

大阪府教育委員会
　支援教育課支援学級グループ
　　指導主事　齋藤　博

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸
　講　師　本吉　大介

16:50～17:00

昼食・休憩

事務連絡
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＜第１７回研修＞  

①日  時  平成２６年１月２４日 (金 )１０：００～１２：００  

          １月２９日 (水 )１０：００～１２：００  

②会  場  ○○専修学校（１月２４日）  

     大阪府立○○高等支援学校（１月２９日）  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

 第 17回研修は、就労支援・キャリア教育に力を入れている専修学

校、高等支援学校にて授業の見学と、各校での取組に関する質疑・

応答を行った。研修受講者からは「キャリア教育の必要性は言われ

ているが、実際について学ぶ機会が得られたことは参考になった」

「キャリア教育に向けて小学校から社会的スキルを意識する必要

性が感じられた」等の感想があり、キャリア教育の充実に向け、各

校種が即座に始められる取り組みのヒントが得られた研修であっ

た。  

時間 内容 講師等

10:00～10:10

あいさつ
　大阪府教育委員会
　○○専修学校長
　○○高等支援学校教頭

○○専修学校
　校長　○○○○
○○高等支援学校
　教頭　○○○○
　
大阪府教育委員会
　支援教育課支援学校グループ
　　指導主事　田路　早苗
　　指導主事　武田　幸造

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

10:10～10:30
学校説明
　「○○専修学校の特色について」
　「大阪府立○○高等支援学校の取組」

○○専修学校
　教頭　○○○○
○○高等支援学校
　教頭　○○○○

10:30～11:30
学校見学
　施設見学・授業参観

○○専修学校
○○高等支援学校

11:30～11:50

協議・質疑応答
　「学校見学を通して」
　①学校の特色と役割について
　②就労支援・キャリア教育について
　③小中学校、高等学校、支援学校との連携の在
　　り方について　等

○○専修学校
　教頭　○○○○
○○高等支援学校
　教頭　○○○○

大阪大谷大学　教育学部
　教　授　小田　浩伸

16:50～17:00 事務連絡
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＜第１８回研修＞  

①日  時  平成２６年２月１３日 (木 )１４：００～１７：００  

②会  場  大阪大谷大学  

③日程・内容  

 

 

④研修評価  

研修会の総括として、研修成果物の紹介、支援教育コーディ

ネーターの役割と今後の課題についてのディスカッション、研

修修了後の連携等についてのオリエンテーションを行った。  

研修受講者からは、教育相談 (巡回相談 )スキル研修において、

保育所、幼稚園、高等支援学校、専修学校と他校種における支

援の取組について知ることができたことが貴重な経験であった

という感想があった。また、アセスメント研修においてＷＩＳ

Ｃ－Ⅳの研修を丁寧に受けられ、その後の支援に活用している

という感想もあがった。終了後に、研修受講者同士が積極的に

交流している様子もあり、連携の基盤ができたと評価できる。  

時間 内容 講師等

14:00～14:10

あいさつ
　大阪大谷大学

　大阪府教育委員会

大阪大谷大学
　学長補佐　岡崎　裕子

大阪府教育センター
　教育課程開発部支援教育研究室

　　室長　土口　千恵子

大阪府教育委員会
　支援教育課支援学校グループ
　　指導主事　出浦　美香

14:10～15:30

＜講義・討議＞「本研修の成果と全体総括」
　①巡回相談(教育相談)スキルについて
　②アセスメントスキルについて
　③プレゼンテーションスキルについて
　④授業コンサルテーションスキル　等

15:30～15:40 休憩

15:40～16:10
＜ディスカッション＞
「各校種・ステージにおける支援教育コーディ
ネーターの役割と今後の課題」

16:10～16:40

＜オリエンテーション＞
　①研修の評価とまとめ(個別の研修計画)
　②研修修了後の連携について
　③研修成果について　等

16:40～17:00

＜研修総括＞
　大阪府教育委員会
　大阪大谷大学
　研修修了証　授与

大阪大谷大学　教育学部
　学長補佐　岡崎　裕子
　教　授　　小田　浩伸
　講　師　　本吉　大介

大阪府教育センター
　教育課程開発部支援教育研究室

　室長　土口　千恵子

大阪府教育委員会事務局
　支援教育課支援学校グループ
　　指導主事　出浦　美香
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（２）研修の成果  

  専門性の高い小中学校、高等学校、支援学校の特別支援教育コ

ーディネーター養成をめざしたアドバンス研修として、アセスメ

ントスキル、巡回相談 (教育相談 )スキル、プレゼンテーションス

キル、授業コンサルテーションスキルの４つのスキル習得を軸と

した実践的な研修カリキュラムを計１８回実施した。  

 研修成果ついて、①４つのスキルアップについての成果、②専門

性の高いコーディネーター養成研修としての成果、③コーディネー

ター間のネットワークづくりとしての成果、④大阪大谷大学と大阪

府教育委員会との連携についての成果の観点から報告する。  

 

①４つのスキルアップについての成果  

 アセスメントスキル研修において、ＷＩＳＣ－Ⅳにおける知能の

概念の理解、検査実施スキル、プロフィール作成、解釈スキル、検

査報告書作成スキルの一連のスキルアップを目的として研修を実

施した。ＷＩＳＣ－ⅢからＷＩＳＣ－Ⅳへの移行段階にある研修受

講者も多く、ＷＩＳＣ－ⅢとＷＩＳＣ－Ⅳの違いについて改めて説

明することで改めて理解が深まった。検査実施スキルにおいては、

検査実施においてはすでに習熟している研修受講者もいたため、こ

れから検査スキルを学ぶ受講者に対して指導・助言の役割を担う実

習研修を実施した。指導・助言の役割を担った研修受講者からは「質

問を受け、改めて日頃どのようなことに留意して検査を実施してい

るか振り返ることができた」と感想があり、両者にとって研修の意

義のある構造であったと考えられる。  

 また、「２日続けての研修で、前回の研修のことを忘れないうち

に集中的に学べたことがよかった」「プロフィール作成で、以前は

計算が難しくついていくのも難しかったが、今回は２日間に分けて

丁寧に研修が受けられたのでわかりやすかった」との感想もあり、

アセスメントスキル研修の計４回を集中的に実施したことの意義

があった。  

 研修終了後に検査を実施した受講者もおり、実践に結び付く研修
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であったと言えるだろう。  

解釈スキルや検査報告書作成スキルについては、今後スーパーヴ

ァイズを継続的に受けるなど、研修受講者の主体的かつ継続的な研

修が期待される。  

 

 巡回相談（教育相談）スキル研修については、多くの研修受講者

は小中学校への巡回相談は経験していることから、保育所、幼稚園、

高等学校、支援学校、専修学校への巡回相談、訪問の機会を多く設

定した。  

 保育所、幼稚園は支援学級の設定がないため、障がいのある子ど

もと障がいのない子どもが共に学び共に育つための実践が日々行

われている。それらの実践の中から、受講生の勤務校における支援

のヒントが多く得られたものと考えられる。  

 また、高等学校への訪問では、高等学校教員が周囲の生徒に障が

いの理解を促した実践や、生徒の特性に合わせて作成された教材に

ついて紹介を受けることができ、小中学校、高等学校、支援学校に

おける実践の大きなヒントを得られたことが収穫であった。加えて、

高等支援学校、専修学校で就労支援の実際について知ることができ、

各校種の中で取り組むべき課題が明らかになったことも有意義で

あったと言えるだろう。  

 

 プレゼンテーションスキル研修においては、研修受講者が校内研

修、初任者研修、障がいに対する理解啓発研修を担当することを想

定して、研修に活用できるプレゼンテーションスライドや配布資料

を作成すること、さらに印象深いプレゼンテーションになるような

解説・説明の仕方、話し方について研修を行った。  

 プレゼンテーションスキル演習のテーマは「授業におけるユニバ

ーサルデザイン」であったが、各校種の受講生が授業における課題

について各グループのメンバーと主体的に話し合い、課題解決に向

けた実際的なプレゼンテーション資料が作成されたことが大きな

成果である。  
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 プレゼンテーション資料には、動画の添付や音声の添付、補足資

料としての読み原稿の作成、視覚障がいの特性に合わせた配色の在

り方などが実践されており、本研修内容の効果が即時的に確認され

た。  

 プレゼンテーション研修は、校内研修等の大人を対象としたもの

であったが、授業のユニバーサルデザインをテーマとすることで、

わかりやすいプレゼンテーションを検討していくことそのものが

日頃の授業の在り方をみつめる機会となったものと考えられる。  

 

 授業コンサルテーションスキル研修は、通常学級における「わか

る」授業を展開し、かつ各学校における他の教員の授業の在り方に

ついて助言ができることを目的として設定した研修である。  

 授業改善に用いることのできる教材作成を行ったが、成果物の多

くは動画資料であり、それらの動画を教員同士で視聴しながら日頃

の自分の授業の在り方について振り返り、適切な授業展開について

考える話題提供となるものであった。  

 各校種でグループを作り、小中学校、高等学校、支援学校それぞ

れの授業における課題に焦点を当てたものであり、今後、研修成果

物を活用した授業改善の試みが期待できる。  

 

②専門性の高いコーディネーター養成研修としての成果  

 本研修の受講者はすでに特別支援教育コーディネーターの役割

を担っている教員や、今後特別支援教育コーディネーターの役割を

期待される教員であった。そのため、研修に対するモチベーション

は高く、各校種でグループを組んでの実習や討議、校種間でグルー

プを組んでの実習・討議がスムーズに行われ、かつ各校種内では課

題解決に向けた議論の深化、校種間では幅広い視野での支援の在り

方についての情報交換が積極的に行われた。  

 また、コーディネーターの経験に多少のばらつきがあったことに

より、経験豊富な教員は指導・助言の研修にもつながり、研修受講

者相互に刺激し合える関係での研修実施が行われた。  
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 研修受講者からは「なかなか学校内では特別支援について理解を

示し、積極的に取り組もうとする仲間が少なく、特別支援教育の推

進に難しさを感じていたが、この研修では各地域の特別支援教育を

担う先生方が集まっているため、がんばろうという気持ちになれた」

等、お互いのモチベーションを確認し、エンカレッジされる場でも

あった。  

 以上のことから、本研修はより専門性を高める「アドバンス研修」

のニーズと求められる役割は大きくなるものと考えられ、今後も継

続していく必要性が確認された。  

 

③コーディネーター間のネットワークづくりとしての成果  

 本研修の受講者は、小中学校、高等学校、支援学校と他校種から

構成されることが特徴である。その中で、同じ校種でのネットワー

クと同時に、他校種の教員とのネットワークを形成することができ

た。本研修の昼食時間・休憩時間においても積極的な情報交換が行

われていたことからも、気軽に相談できる関係性が構築され、今後

の支援教育の充実に向けた効果的な連携が期待される。  

 

④大阪大谷大学と大阪府教育委員会との連携についての成果  

 大阪大谷大学と大阪府教育委員会と連携した「アドバンス研修」

実施が７年目となり、次の点が連携の成果として挙げられる。  

○国や大阪府の施策や課題に対応した内容を適宜プログラムに追

加することができた。特に、「通常の学級における特別支援の推

進」「わかる授業に向けた授業改善」「切れめのない支援」等の

視点を取り入れた授業コンサルテーションスキル研修や保育

所・幼稚園・高等学校・支援学校・専修学校への巡回相談（教育

相談 )スキル研修が挙げられる。  

○毎回の研修に教育委員会指導主事等が参加されていたことによ

り、本研修で取り組んだ内容を他の研修でも取り入れていく、他

の研修で重要視している視点を本研修に対して助言すること等、

研修内容の提供や情報交換が行われた。  
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＜別紙１＞ 平成 25年度小中学校・高等学校・支援学校特別支援教育コーディネーターアドバンス研修 

 

回 日 程 研修内容 講師等 

1 
5月 21日(火) 

14:00～17:00 

＜事前オリエンテーション及び個別の研修計画の作成＞ 

 ①アセスメントスキルコースについて 

②プレゼンテーションスキルコースについて 

③教育相談（巡回相談）スキルコースについて 

④授業コンサルテーションスキルコースについて 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

2 

・ 

3 

6月 10日(月) 

6月 11日(火) 

6月 18日(火) 

6月 20日(木) 

9:30～17:00 

＜教育相談（巡回相談）スキル研修(1)＞ 

＊保育所・幼稚園への巡回相談実習（事前準備、行動・保育観

察、相談実習、報告書の作成等） 

 ＊4日間のうち、いずれか１日を選択する 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等  

4 
7月 9日(火) 

14:00～17:00 

＜プレゼンテーションスキル研修(1)＞ 

① プレゼンテーションの意義・活用・倫理（講義） 

②プレゼンテーションの基礎・応用スキル（演習） 

③プレゼンテーションの作成演習（課題の提供） 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

5 

・ 

6 

8月 20日(火) 

9:30～17:00 

＜授業コンサルテーションスキル研修(1)(2)＞ 

①授業コンサルテーションスキルとは 

②授業コンサルテーションに役立つモデル教材 

③ビデオ・写真撮影・教材の製作 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

 

7 

・ 

8 

8月 22日(木) 

9:30～17:00 

＜アセスメントスキル研修(1)(2)＞ 

①アセスメントの基礎理論（行動観察、情報収集、検査法） 

② WISC－Ⅳ検査法の実際（演習Ⅰ） 

③ 結果の解釈（演習）・協議 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

9 

・ 

10 

8月 23日(金) 

9:30～17:00 

＜アセスメントスキル研修(3)(4)＞ 

①WISC－Ⅳ検査法の実際（演習Ⅱ） 

②検査を実施した事例の総合解釈 

③個別の指導計画への活用 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

11 

 

9月 2日(月) 

14:00～17:00 

 

＜本カリキュラムの中間振返り及び教育課題研修＞ 

① 今までの研修内容と今後の研修内容の在り方 

② 学校間の連携と専門性向上の在り方 

③ 小中学校、高等学校の地域支援体制についての課題 等 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

12 
10月１日(火) 

14:00～17:00 

＜プレゼンテーションスキル研修(2)＞ 

① プレゼンテーション演習と協議(模擬：校内研修） 

② プレゼンテーション演習と協議(模擬：外部講師研修) 

③プレゼンテーション演習と協議(模擬：発達障害研修)  

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

13 

・ 

14 

 

11月 8日（金） 

9:00～17:00 

＜教育相談（巡回相談）スキル研修(2)＞ 

＊高等学校への巡回相談実習（大学教員に同行） 

・事前準備と情報分析、事例検討の進め方 

・巡回相談報告書の作成、アフターケアの在り方等 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

15 

・ 

16 

12月 26日(木) 

9:00～17:00 

＜プレゼンテーションスキル研修(3)＞ 

①プレゼンテーションの実際（準備から当日まで） 

②プレゼンテーション演習(効果的な方法・応用等) 

③プレゼンテーション教材(ｽﾗｲﾄﾞ・ｺﾝﾃﾝﾂ)の共有 CD化 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

 

17 

 

１月 24日(水) 

１月 29日(金) 

14:00～17:00 

＜教育相談（巡回相談）スキル研修(3)＞ 

＊高等支援学校，専修学校への巡回相談実習 

・事前準備と情報分析、事例検討の進め方 

・巡回相談報告書の作成、アフターケアの在り方等 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 

18 

2月 13日(木) 

14:00～17:00 

 

＜事後オリエンテーション及び個別の研修計画の評価＞ 

①研修の評価とまとめ（自己目標の評価と今後の課題） 

②研修終了後の連携の在り方について 

③成果発表・総括 

大阪大谷大学 

教育学部教員等 

大阪府教育委員会  

指導主事等 
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別紙２-①         個別の研修計画（１）：実例 

 

名前   ○○ ○○○ 所属 大阪府立○○支援学校 

 

スキル 各スキルにおける自己課題 

 

アセスメント 

スキル 

 

 

◆WISC-Ⅳの解釈スキル、及び検査結果に基づく指導計画立案スキルの向上 

 （複数の事例で、検査実施→指導計画立案までを、一人でできる力をつける） 

◆知的障がいのある自閉症の児童生徒を対象とした実態把握スキルの向上 

 （行動観察のためのﾁｪｯｸﾘｽﾄの開発・活用、既存の検査のﾃｽﾄﾊﾞｯﾃﾘ-等） 

 

プレゼンテ

ーション 

スキル 

 

◆「特別支援教育」「発達障がい」「個別の教育支援計画」「知的障害支援学校における自立活動」等 

について、わかりやすく説明するスキルの習得 

◆わかりやすい話し方、ことばの使い方等についての技術向上 

 

巡回相談 

（教育相談） 

スキル 

 

◆幼稚園・中学校・高等学校への巡回相談実習 

 （今まで経験したことのない校種での巡回相談体験） 

◆学校組織の力を高めるための巡回相談のあり方についての検討 

 （校内委員会への関わり方、事例検討会の進め方、市教委との連携等） 

 

本研修における重点課題・目標・内容・評価 

 

重点課題 

（優先順位） 

◎・○・△ 

 

 

 （ ◎ ） アセスメントスキル 

 （ △ ） プレゼンテーションスキル 

 （ ○ ） 巡回相談（教育相談）スキル 

 

 

研修目標 

 

◆WISC-Ⅳ等の検査結果と、行動特性及び学習状況等をふまえて、一人一人の実態に応じた

指導計画を作成することが一人でできる。 

 

 

研修内容 

 

 

 

◆年間5事例以上、検査結果と行動観察をもとに、「個別の指導計画」を作成する。 

・WISC-Ⅳを実施し、検査結果の解釈を行う。 

・行動観察及び保護者や担任からの聞き取りをもとに、本人の教育的ニーズを把握する。 

→「個別の指導計画」を作成する。一定期間、取組を行った後で、児童・生徒の変化につ

いて検証する。必要に応じて、再計画を行う。 

自己評価の観点 

 

（評価の実施時期 

：年度末） 

 

①5事例以上、検査を実施し、「個別の指導計画」を作成できたか。 

②検査結果と作成した「個別の指導計画」を、第三者に説明できたか。 

③担任が取り組むことができる、具体的な内容を含む計画を作成できたか。 

④「個別の指導計画」の評価や再計画ができたか。 
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別紙２-②             個別の研修計画（２）：実例 
 

日時 研修記録（研修内容・場所・自己評価等）   ◆校外支援 ◇校内支援 

5/18（月） 

10:00～17:00 

 

◆○○市立○○幼稚園巡回相談 

 内容…授業参観、事例検討→園内委員会（3歳児の事例を３名のチームで担当） 

 課題…担当者内での役割分担を明確にしながら、事前打合せを行うことが必要である。 

5/15（火） 

15:00～17:30 

 

◆○○市立○○小学校教育相談 

 内容…担任・校長・保護者との面談／WISC-Ⅲの実施 

 課題…検査結果をもとに、通常学級でできる支援を考える力をつけていくこと。 

5/23（水） 

14:00～16:30 

 

◆○○研修における研修講師 

 内容…「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成に向けて（講義・演習） 

 課題…保育所の実態を知った上で、もう少し具体的な話ができる力が必要である。 

6/27（水） 

9:00～10:30 

 

◇本校小学部児童教育相談（自立活動相談）：校内支援 

 内容…担任の要望に基づいて、K-ABCを実施 

 成果…担任の気づきと検査結果を基に、具体的な取組を一緒に考えることができた。 

8/23（木） 

9:30～11:30 

 

◆○○市立○○小学校校内研修講師 

 内容…特別支援教育の概要と校内支援体制構築に向けて（講義） 

課題…他の学校での校内委員会の実践例を入れてわかりやすく伝える工夫が必要である。 

8/30（木） 

9/7（金） 

 

◇本校高等部生徒教育相談（自立活動相談）：校内支援 

 内容…担任の要望に基づいて、WISC-Ⅲを実施 

 課題…WISC-Ⅳの分析が難しい事例だったため、他の先生に助言を頂いた。 

9/12（水） 

13:00～14:30 

 

◇本校高等部生徒教育相談（自立活動相談）：校内支援 

 内容…担任・保護者の要望に基づいて、ITPA言語学習能力診断検査を実施 

 課題…検査場面での気づきを、日常生活場面での関わりにどう活かすか検討が必要である。 

9/21（金） 

10:30～12:00 

 

◇本校高等部生徒教育相談（自立活動相談）：校内支援 

 内容…担任の要望に基づいて、WISC-Ⅲを実施 

 課題…生徒の実態について他機関と共通理解を図り、支援を進めることが必要である。 

10/3（水） 

15:30～17:00 

 

◆○○市立○○園職員研修講師 

 内容…「個別の支援計画」の作成と活用について（講義・演習） 

 成果…講義だけではなく、「子どもの行動のとらえ方」についての演習ができた。 

10/15（月） 

10:30～12:00 

 

◇本校高等部生徒教育相談（自立活動相談） 

 内容…担任・進路担当者の要望に基づいて、ITPA言語学習能力診断検査を実施 

 課題…進路先（企業）に本人の実態を理解してもらうための伝え方には工夫が必要である。 

11/6（火） 

10:00～17:30 

 

◆府立○○高等学校巡回相談 

 内容…授業参観、事例検討→校内委員会（Ａ生徒の事例を３名で担当） 

 課題…高等学校が養護学校にどのような支援を求めているかの理解が必要である。 

12/19（木） 

13:30～15:00 

 

◇本校小学部児童教育相談（自立活動相談）：校内支援 

 内容…担任の要望に基づいて、ITPA言語学習能力診断検査を実施 

 成果…日常生活の中だけでは気づくことができない本児の特性が明らかになった。 

2/27（水） 

13:30～15:00 

 

◆○○市立○○小学校教育相談 

 内容…授業参観／養護学級担任・校長・保護者との面談／WISC-Ⅲの実施 

 成果…検査結果をふまえ、本人の特性を保護者に理解してもらうことができた。 
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別紙２-③              個別の研修計画（３）：実例 

【研修目標がどの程度達成されたかについての評価】～自己評価の観点に基づく評価 

①校外支援・校内支援を合わせて、８事例で検査を実施することができた。また、他の教員が行った検査（検

査補助として参加）の解釈については、担当教員とともに３事例行うことができた。 

②担任や保護者に説明する前に、他の教員に説明する機会をできるだけ設け、その中で検査結果の解釈や具体

的な指導方法の意見交換を行う場面を設けた。全ての事例で行うことは難しかったが、やはり『人に説明す

る』という活動を行うことにより、自分自身で子どもの課題が整理できたり、自分一人では気づかなかった

ことを指摘してもらうことができ、大変有益であった。 

③小学校の通常学級でできる指導・支援方法を考えることが特に難しかった。また、小学校・支援学校どちら

の事例においても、担任や保護者があらかじめ本人の実態を整理してとらえることができている場合は、検

査結果をもとに具体的な取組を考えることがしやすかった。しかし、『本人の特性を理解する』ことが検査を

行う目的の中心になってしまった事例もあったのは、反省すべき点であった。 

④担任とともに目標を決め、一定期間取組を行った後で、評価と再計画を行うことができた（８事例中６事例で

実施）。そのことにより、子どもの変化のみならず、指導者側の関わりの工夫等を聞くことができ、今後の相

談に活かすことができる情報を収集することができた。 

【本研修（1年間）を振り返って成果がみられたこと】 

◇実態把握（各種検査＋行動観察等）から指導計画作成までの流れについて、どのように情報を整理していく

かについてのマニュアルを、自分で作成することができた。また、アセスメント研修の際、指導補助という

役割を担ったことを契機に、検査の意義等について再確認することができた。これらのことにより、以前に

比べると、『検査をどう指導に活かすか』を論理的に考えることができるようになってきた。 

◇パワーポイントを活用してプレゼンテーションを行う際、ソフトの技術をたくさん使うことよりも、『プレゼ

ンテーションの目的』を明確にすることがまず大事であるということを学ぶことができた。実際に講義や演

習でプレゼンテーションを行う際、ポイントを絞って伝えることが少しずつできるようになってきた。 

◇幼稚園や高等学校への巡回相談を経験することにより、やはり実際の教育現場がどのような状況にあるのか、

まずは実際に自分の目で見ること、そして先生方の話を聞くことが何よりも大事であることに改めて気づくこ

とができた。また、『一人ひとりの子どもを見ること』と『集団の中の一員として子どもを見ること』のバラ

ンスをとることができるようになってきた。 

【研修全般についての評価】 

・３つのスキルを高めていく研修内容が総合的に構成されていることが本研修の特徴であると感じた。日頃は、

自分の興味のあるところは学ぶ機会もあるが、その他の分野のことについては意識を向けずに過ごしてしまう

ことが多いので、このような研修の機会は非常に有意義であった。 

・年度当初に『研修目標』を立てることで、自分自身の課題を明確にすることができた。また、その目標を周り

の先生方に伝えることにより、協力を得ながら1年間の研修を進めることができた。 

【今後の課題と展望】 

・アセスメントスキルの向上のために、検査結果を他者に説明し、意見交換を行う場を積極的に設けること。

また、他の教員に検査のための技術を伝え、解釈を共に行う機会を増やすこと。 

・幼稚園、小学校等への巡回相談を通して、『集団の中でできる支援』について考える経験を積むこと。また、

他の先生方が行っている事例から学ぶ機会を増やすこと。 
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別紙３ 
 

小中学校・高等学校・支援学校特別支援教育コーディネーターアドバンス研修プログラム（第＊回）の評価アンケート 
 

 

 この評価アンケートは、プログラムをさらに有意義なものにするための評価として、ご意見をいただけ

れば幸いです。 
 

                             記入者：             

 

  １  第＊回の研修内容は、あなたの期待や要望に応えたものでしたか。          
 

        ア．強く思う  イ．思う  ウ．思わない  エ．全く思わない  

 

  ２  この研修内容は、特別支援教育コーディネーターの養成研修に必要な内容と思いますか。          
 

        ア．強く思う  イ．思う  ウ．思わない  エ．全く思わない  

 

３  研修の内容は充実していましたか。                                 
 

        ア．強く思う  イ．思う  ウ．思わない  エ．全く思わない 

 

４  この研修内容であれば、他の人に受講を勧めたいと思いますか。                              
 

        ア．強く思う  イ．思う  ウ．思わない  エ．全く思わない 

 

  ５   この研修で得たことを、今後どのようなことに生かしますか。 
 
        ア．地域支援活動     イ．授業       ウ．校内支援体制 
 
        エ．自分の研究     オ．特にない 

 

＜具体的に記述してください＞ 

 

 

 

６  この研修内容を通して、さらに研修を積み重ねていく必要性を感じましたか。                              
 

        ア．強く思う  イ．思う  ウ．思わない  エ．全く思わない 

 

 ７  この研修内容をさらに有意義にしていくための工夫として、考えられることを具体的に記述してください。 

 

 

 

 

 

８  その他（自由記述）                              
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「アドバンス研修の機軸となる４つのスキルについて」

1

特別支援教育コーディネーター
アドバンス研修の機軸となるスキルについて

人間関係調整スキル

ア
セ
ス
メ
ン
ト(

検
査) 

ス
キ
ル

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル

巡
回
相
談(

教
育
相
談) 

ス
キ
ル

授
業
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル

（ ） アセスメントスキル

（ ） プレゼンテーションスキル

（ ） 巡回相談（教育相談）スキル

（ ） 授業コンサルテーションスキル

どのスキルを優先課題として位置づけるか

＜検討観点＞
・基本的には全スキルを研修する
・優先課題を明らかにする
・優先度で、◎、○、△ をつける

アセスメントスキルについて

障がいのある子ども一人一人のニーズを把握
し、適切な指導計画を作成・実施・評価するた
めのアセスメントスキル

実態把握（ニーズ理解）のスキル

行
動
観
察
ス
キ
ル

実
施
・
解
釈
ス
キ
ル

WISC-Ⅳ K-ABC
重
度
・
重
複
障
が
い
児

対
象
の
検
査
ス
キ
ル

実
施
・
解
釈
ス
キ
ル

プレゼンテーションスキルについて

校内及び小中学校等の研修で、分かりやすく
伝えるスキルと、分かりやすい資料（興味を引く）

を作成するためのプレゼンテーションスキル

プレゼンテーションの意義・活用・倫理

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

操
作
・
活
用
ス
キ
ル

ス
ラ
イ
ド
作
成
演
習
①

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
際（
演
習
・
模
擬
講
義
）

『
支
援
教
育
と
授
業
改
善
』

P.P. P.P.

ス
ラ
イ
ド
作
成
演
習
②

『
障
害
の
理
解
啓
発
』

巡回相談（教育相談）スキルについて

校内の教育相談及び地域の巡回相談を担当
するための相談スキル

学校及び担当者・保護者の力量が高まる相談支援

巡
回
相
談
の
手
順
と
連

絡
調
整（
事
前
準
備
と
情
報
分
析
）

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・

高
等
学
校
へ
の
巡
回
相
談
実
習

相
談
ス
キ
ル
演
習

（
担

任
・
保
護
者
等
へ
の
対
応
）

巡
回
相
談
報
告
書
の
作
成

（
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
在
り
方
）

授業コンサルテーションスキルについて

授業づくり・授業改善の意義とその方法・手順を
理解について、コンサルテーションできるスキル

子どもの立場で理解する「共感」から「気づき」

初
任
者
等
へ
の
学
級
運
営
・

集

団
づ
く
り
・
教
室
環
境
の
支
援

興
味
・
関
心
を
引
く
教
材
作
成

ス
キ
ル
支
援

授
業
研
究
の
推
進
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
支
援

授
業
づ
く
り
・
授
業
改
善
へ
の

取
り
組
み
・
手
順
の
支
援
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支援教育コーディネーター

アドバンス研修でめざす専門性について

全体の流れ

（１） 支援教育の現状と課題

（２）気になる子どもの理解

（3）効果的な指導・支援にむけて

－ナチュラルサポートをめざして－

（４）共感からはじまる「わかる」授業づく

支援教育の新たな展開

障がい特性・認知特性・愛着障がい・
情緒不安定・誤学習・未学習の状況

発達障がいとそ
の可能性のある

子ども

虐待が起因して
いる可能性のあ
る子ども

（暴力・ネグレクト・
心理的虐待）

学力・認知面に
課題のある
子ども

支援が必要な子どもの多面的な理解

関連した要因

虐待体験

環境の
不理解

自己評価

の低下・

現実否定

いじめ・
失敗体験

二次的な諸問題

不登校

引きこもり

反社会的
行動

非社会的
行動

事件性へ
の展開

自己肯定感の低下による二次的な諸問題への展開

困り感のある子ども（心理的不安・発達障がい等）

学力・認知面の課題
（認知能力・特性等）

安心して学べる学校・クラス・集団づくり

失敗を認め合えるクラスづくり

違いを認め合えるクラスづくり

否定的にとらえないクラスづくり

居場所
安心
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私は、自分で興味
のあることを調べな
がら勉強するほうが
あってるみたい。

僕は、繰り返し見
直しながら一つ
ずつ確認してい
くのがあってるみ
たい。

私は、話すことで、
理解が深まるタイ
プみたい。

学習における自己肯定感の高揚

ー子どもが自分の得意な学習方略に気づく支援ー

「わかった！」 「できた！」 「頑張ってよかった！」

困っている子ども
支援が必要な子ども

担任・授業担当者によ
る気づきの促進・更新
（継続した研修）

支援に関する理解啓発
（周りの子どもへの理解啓発に
視点を置いた学級づくり）

学習・行動上の特性に
応じた支援の展開

保護者との連携
（関係機関との連携）

ソーシャルスキル支援
（コミュニケーションスキル
支援法の開発と実践）

「わかる」授業づくりの工夫
（授業改善・ﾅﾁｭﾗﾙｻﾎﾟｰﾄ）

校内支援体制の構築・機能化
（コーディネーターを中心とし
た学校づくりの展開）

「個別の指導計画及び
個別の教育支援計画」の作成
と活用（関係機関との連携促進）

小中学校における支援教育の現状と課題

巡回相談の活用
ｹｰｽ会議の工夫・充実

－学校全体で取組む総合的な支援体制づくり－

支援が必要な生徒
困っている生徒

担任・教科担当者によ
る気づきの促進・更新
（継続・系統的な研修）

周りの生徒への理解啓発
（支援が必要な生徒をとりまく

望ましい環境づくり）

学習・行動上の特性に応じた支援
「個別の指導計画・個別の教育支援計画」

の作成と活用（共通理解）

保護者・関係機関等
との連携・共有

自己理解をうながすための支援
（効果的なソーシャルスキル
支援法の開発と実施）

各教科指導における
「わかる」授業の工夫・改善

校内支援体制の構築・機能化
（コーディネーターを中心とし
たチームアプローチの展開）

◎生徒指導・教育相談・人権教育との連動

教育課程・進級・評価等の
工夫及び改善に関する検討

高等学校における支援教育の現状と課題

コーディネーターの養成ｹｰｽ会議の充実・展開

－障がいのある生徒支援における課題－

発達障害生徒の大学入試センター試験
特別措置（状況報告・意見書）

支援学校の機能と課題

①自校教育の充実（学教法72条）

②地域のセンター的機能

地域のセンター的機能
（巡回相談・研修支援等）

系統的なキャリア教育の展開
就労・職業教育に向けた取組

保護者との連携
（情報交換・目標共有・
相互理解・役割分担）

個別の教育支援計
画及び個別の指導
計画の作成と活用

自立活動指導の充実
（自立活動の理解と展開・
実践交流・効果検証等）

支援学校における現状と課題

（学教法74条）

教員の専門性の向上
（自立活動の指導の充実と指導力の向上・

関係機関との連携等）

校内支援体制の構築
（校内支援体制及び地域支援体制の整備

・地域支援室の設置等）

授業改善「わかる授業」
（ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ機能の充実
研究授業・模擬授業の定例化）

後継者育成
（専門性の維持・継承）

「わかる」授業の工夫

授業担当者間の連携の工夫
（連携ノートの活用等）

校内支援委員会の機能化
（校内支援体制の整備、情報提供、
検査の実施、巡回相談の活用等）

教室・学習環境の整備

（掲示物・収納状況・授業ルール

机の配置、スケジュール提示・予告等）

学習における支援①

（わかりやすいプリント

や教材の工夫等）

学習における支援②

（板書の工夫：構造化、

位置の明確化等））

行動上の支援（授業におけるルール・約束づくり）
（質問の回数・方法・時間帯、口頭でなくサインでの注意促進、
混乱時のクールダウンの仕方、ｿｰｼｬﾙｽｷﾙの支援等）

授業研究の定例化

（授業改善のための工夫）

コーディネーターの役割の明確化

得意分野の強調支援

（自尊心・自己評価を高める支援）

通常の学級における授業改善の工夫
－授業におけるユニバーサルデザインの展開－

就労機関
（企業就労）
（福祉就労）

就学前機関
保育園・幼稚園

健診情報

早期相談支援

生涯にわたる
ライフステージに応じた
支援（個別の支援計画）

就学支援

個別の教育支援計画
（保護者・関係機関による計画）

福祉支援
自立支援

個別の指導計画
（学校における指導の計画）

○障害のある子どものニーズ把握
○長期的な視点での計画
○関係機関、関係者との連携協力

移行・連携

移行・連携 就労支援

個別の教育支援計画の作成と活用
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支援教育の新たな展開と課題

①教員一人（学級担任等）による支援から学校全体で
の支援への展開・推進（チームアプローチ・保護者対応）

②学級担任や障がいのある子どもを組織として支え
るための校内支援体制の整備（機動性・系統性・検証）

③個々の子どもの特性を理解し対応する教員の専
門性の確保・向上（ｺｰﾃﾞｨﾈﾀｰ養成・継続的研修）

チーム
アプローチ

校内支援
体制整備

専門性の
確保・向上

授業改善
④「わかる授業」の推進にむけた支援の充実
（基本的知識・研究授業の推進・モデル授業の参観等）

⑤すべての子どもにとって「わかる」「できる」を実感
できるナチュラルサポートの充実（教室・学習環境）

⑥支援教育についての子どもや保護者への理解推進
（クラスにおける理解啓発・保護者啓発）

⑦子どもの安全確保と対応方針の確立（危機管理）

⑧専門機関等との連携の推進（巡回相談・支援会議）

ナチュラル
サポート

理解推進
・啓発

安全確保
危機管理

機関連携・
つなぐ支援

気になる子どもの理解 ◇興味のある教科とそうでない教科の取組み方に大きな差がある。

◇板書された内容を、ノートに書きとることができない。

◇教員の話や指示を聞いていないようにみえる。

◇自分の考えや気持ちを発表や作文で表現することが苦手である.

◇こだわる時間の切り替えがうまくできないときがある。

◇学習ルールやその場面だけの約束ごとを理解できない。

◇質問の意図とずれている発表（発言）がある。

◇授業等の直前に時間割や場所が変更になると対応ができない。

◇場の雰囲気や暗黙のルールを理解できない。

◇人に含みのある言葉や嫌味を言われても気付かないことがある.

◇人の話を字義どおりに理解する。

◇丁寧すぎる言葉遣いをしたり、反対に、相手を不愉快にさせることをいう。

◇場面に関係なく、声を出することや独り言が多い。

◇順番を待つのが難しい。

◇特定の物や記号、順序や配列への固執がある。

◇視線・表情・対人距離などの問題がある。

困っている子どもの気づきと理解の観点（例）

気づきから、効果的な支援への展開

◇行動観察から子どもをみる（授業場面、自由場面等）

◇つまずきから子どもをみる（ノート、テスト、作品、情報等）
◇ 検査等から子どもをみる（WISC-Ⅲ等の客観的資料）
◇保護者からの情報（情報収集・家庭との連携等）

子どもの理解（実態把握）

◇クラス全体への支援（全体性）・個別的支援（個別性）

◇授業における支援（板書・ﾌﾟﾘﾝﾄ・提示方法の工夫）
◇視覚支援（活動の手順・ｽｹｼﾞｭｰﾙ、変更・ルール提示）

指導・支援・配慮

更新

知識と感性
を高める継
続的な研修

他の子どもへ
の理解啓発

気づき・理解の深化と更新
健康状態

（変調または病気）

心身機能・
身体構造

活動 参加

環境因子 個人因子

ＩＣＦの考え方と支援の展開について

＊国際生活機能分類（ICF：International Classification of Functioning, Disability and Health）
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発達障がいの全体像

自閉症スペクトラム
症（障がい）

学習障害により
困難を示す領域

聞く能力

他人の話を正しく聞き
取って、理解すること

書く能力

文字を正確に書
くこと。筋道を立
てて文章を作成
すること

読む能力
文章を正確に読
み、理解すること

推論する能力
事実を基に結果を予測したり、
結果から原因を推し量ったり
すること

計算する能力

暗算や筆算をすること。
数の概念を理解すること

話す能力
伝えたいことを相手に伝わ
るように的確に話すこと

ＬＤ（学習障がい）

ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障がい）

不注意

不注意優勢型

混合型

多動性
衝動性

多動性－衝動性優勢型

高機能広汎性発達障がい（ＨＦＰＤＤ）

アスペルガー症候群高機能自閉症

社会性（対人
関係）の問題

コミュニケー
ションの問題

こだわり等の
行動の問題

知的発達の遅れ

ＩＱ７０以上

自閉症（自閉性障がい）

広汎性発達障がい：ＰＤＤ

自閉症スペクトラム症

聴覚の認知に困難があると・・・

似た音を聞き間違える

聞いていても内容の理解ができない

指示がわかりにくい

話の内容がどんどんずれていってしまう

さらに短期記憶の弱さが加わると

何度も聞き返す

複数の用事を成し遂げることが難しい

視知覚の認知に困難があると・・・

全てのものが同じ強さで目にとびこんでくる

他の箇所に焦点が合ってしまう

教科書の文字を追えない

行をとばし読みする

文字の構成などを掴むことに苦手さがあると

よく似た文字を読み間違う

漢字を書くと線が足りな

かったり多かったりする

町 馬
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社会的知覚（社会的文脈の理解）
に困難があると・・・

相手が誰であろうと同じ調子で話しかける

わかりきっていることをずっと話す

ことばに添えられた思いを推量できない

周囲の状況が把握できない

冗談が通じない

その場の雰囲気が理解できない

空間認知に困難があると・・・

鏡文字になる

筆算の桁がずれやすい

図形学習が苦手である

地図の見方がなかなかわからない

前後左右などがすぐにわからない

高さや方向を変えて見ると混乱する

身体操作スキルに困難があると・・・

スキップができない

同じ姿勢を保つことが難しく、

絶えずからだを動かしている

リズムをとるのが苦手

走る、跳ぶなどの動きがギクシャクしていてな

めらかさに欠ける

ダンスや体操などを模倣したり覚えたりするの

が苦手

つらい思い

気づきが遅れ、適切な対応・
支援がなされないと・・・・

問題行動の増幅
二次的な諸問題へ

乱暴な子

迷惑

嘘つき
わがまま

ぼーっとしている

どうせできない・できないに決まってる 自信喪失・自己評価の低下

「困っている生徒」の気づきから、効果的な支援へ

◇自分の気持ちをうまく整理して話すことができない。
◇困っていることが何か、分からない。
◇どうにかしたいと思っている。

友だちができない勉強がわからない

効果的な指導・支援にむけて
ーナチュラルサポートをめざしてー

支援の方向性
自尊感情の高揚、自己肯定感の向上にむけて

→「できる」自分を認め、周りにも認めてもらうこと。

適切な行動へ向けて自己管理能力を高める。

→自分の行動の振り返りができるようになること。

対人関係技能を身につけること。

→他者が自分をどう捉えているのか理解する。

投薬の効果が認められる場合がある（医療との連携）。

本人への支援、周囲との関係調整や環境整備など、本人の力を高

める観点と環境を調整する両面を視野に入れた指導・支援が必要
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保護者への理解啓発の工夫

周りの子どもの理解を深めるための取組

担任教員への具体的支援

理解啓発

◇教員(大人）のつき合い方が他の子どものモデルになる

◇ひとにはそれぞれ違いがある（個性の理解の推進）

◇一緒に取組むことと、個別に取組むことの大切さを伝える

◇校内（校外）研修等による生徒の理解の更新

◇保護者との意見交換・共通理解。役割分担 等

（例）

障がいや支援に関する理解啓発 社会性を育むソーシャルスキル支援の展開

あいさつ

お礼

あやまる

ヘルプ
教えてください等

①自分の気持ちを伝える（主張する）

②他者からの挑発にのらない

③他者の意見を受け容れる（受容する）

④遊びや活動のルールを守る

⑤困ったときのヘルプ表出の仕方

⑥共同作業への参加の仕方 等

○○はできるけど、○○はできない（得意理解が大前提）

○○は得意だけど、○○は不得意等、自分が得意なこ
と、苦手なこと、直した方がよいことなど、自分の理解
の方法を教える（支援する）

人との違いの意味と肯定的理解の支援

自分の特性等を教員や保護者に聞くスキルの支援

好きなこと、熱中できること、得意なことの発見支援

心を落ちつける方法、コツを身に付ける支援

啓発書物等の活用 等

自己理解の推進にむけた支援

＜保護者は混乱している＞

◆障害があるのではないかとの疑いに混乱
◆子どもを責める
◆自分を責める（育て方について）

◆原因を追及する

＜保護者との連携・支援を考える＞

◆保護者の気持ちの安定が大切（信頼関係を大切に）

◆子どものよい面をたくさん指摘する（家庭との連絡帳には、

よいことを多く書き続ける）

◆具体的な家庭での支援について提案する

保護者との連携

①指示は簡潔に、肯定的な言い方を工夫する。

②よいところを探してたくさんほめる

③視覚的な支援を多用する

⑤「はじまりとおわりを」明確に示す（予告）

⑥自己選択・自己決定ができる場面をつくる

⑦必要以上の叱責はしない（肯定的な言い方）

④ワンアップ・ワンダウンの気持ちで関わる

⑧「あとで・・・」には必ずあとで対応する

支援の基本
共感からはじまる

「わかる」授業づくり
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－「わかる」授業づくりにむけた授業改善の視点（例）－

①授業の全体構成（流れ）・目当てを明確に示す

②教室環境を整える（教室環境の整備・整頓等）

③必要な教材/プリント等が机上にでていることを確認する

④板書の工夫（板書の量・書く位置、色の配慮等）

⑤「聞くとき」と「書くとき」を区別する（同時にしない）

⑥大事なところは２回繰り返し説明する

⑦視覚的に提示する教材を工夫する

⑧本時のポイントを復習する 等

授業におけるユニバーサルデザインのポイント(例）

学習環境

教室整備

授業規律

構造化

時間の構造化

場所の構造化

方法の構造化

視覚化
授業の全体イメージ
教材の視覚支援
画像・動画・実物

協働化
グループ協議・意
見 交 換 ・ 傾 聴

コミュニケーション

授業の構成を考える３つの視点

聴覚記憶の
負担軽減

授業展開のパターン化
（見通しによる主体的参加）

小グループ学習の
定例化（協議）

認知的な場面
説明や指示を見たり聞
いたりする場面

作業・操作・
体験的な場面

言語的・推論的な場面

考えたり、自分の意見を発表

する等の言語・交流的場面

基本的授業規律・ルールづくり・安心して学べるクラスづくり

授業におけるユニバーサルデザインの構造・要素

認
知
特
性（
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）の
把
握

行
動
特
性
の
把
握
と
具
体
的
配
慮（
全
体
・
個
別
）

指
導
方
法
の
構
造
化
・
系
列
化

教
科
特
性
を
踏
ま
え
た
指
導

知識（説明）

体験（検証）

板書を写す・繰返し計算、
ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議、教材操作
等の場面

納得（応用理解）

指導者 説明・教示する（認知的な指導・支援）
子ども 説明を聞く・見る、モデルからイメージ・知識化

「わかった！、おもしろそう、やってみたい、やってみよう・・・」

認
知
的
理
解

指導者 作業・体験場面を設定する（体験的指導・支援）
子ども 知識（認知）と体験が一致し、実感的に理解する

「なるほど！、おもしろい、こうなってるのか、もう一度やってみたい」

体
験
的
理
解

指導者 知識と体験の一致を言語化する（言語活動の充実）
子ども 知識と体験が一致して納得する（次への期待、応用）

「こういうことか、こうしたらいいのか、なっとくした、わかった」

実
用
的
理
解

「わかる」レベル１

「わかる」レベル２

「わかる」レベル３

「わかる」授業のステップとステージ 授業における自己チェック項目(例）

○子どもをほめたり、活動に意欲の持てる言葉かけができているか

○ 明るく笑顔で授業ができているか

○ 授業の見通しが持てるようにはじめに全体像を示しているか

○ 子どもの反応を待っているか

○ 授業の内容に応じた教材・教具を活用できているか

○ 視覚的にわかりやすい教材を活用しているか

○ 声の強弱や抑揚、緩急をつけ、話し方を工夫しているか

○ 子どもが体験・実感できる活動を意識して取り入れているか

○ 大切なことは復唱しているか

○ 子どもが自己選択、自己決定のできる場を作っているか
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